
ハワイ４島クルーズの紹介 

 

 



Pride of America は毎週土曜日 07:00pm にオアフ島ホノルル港を出港し、時計回りにマウイ島

→ハワイ島→カウアイ島と周り、翌週の土曜日 07:00am にオアフ島ホノルル港に戻って来る。 

 

途中、マウイ島とカウアイ島では 2 日間、停泊する。 

 

以前はハワイ島ヒロからコナへはハワイ島南端を回っていたが、溶岩流の海への落下が見られ

なくなったので北回りに変更された。 

 

Pride of America の航程で特徴的なのは、カウアイ島からオアフ島に戻る際にナウィリウィリ港

からわざわざナパリコーストまで行き大きく転回して戻っていることである。 

ナパリコーストは映画『ジェラシックパーク』などでお馴染みの全⾧ 25km 標高差約 1,000m も

ある断崖絶壁の海岸線である。 

 

この『ナパリコースト・シーニッククルーズ』は Pride of America の最大の魅力である。 

シーニッククルーズとは、フィヨルドや氷河、噴火を続ける火山島など洋上からしか見られない

ような景色の中を航海することである。 

 

『ナパリコースト・シーニッククルーズ』は前図では反時計回りで示されているが、実際は時計

回りに航行する。 

 

すなわち、ナパリコーストは船の左舷から見え始める。 

 



ハワイ諸島の島と島との距離は凡そ 150Km から 250Km くらいであるが、Pride of America の

航程ではハワイ島コナからカウアイ島ナウィリウィリは 439Km、最終日のカウアイ島ナウィリ

ウィリからオアフ島ホノルルまでは『ナパリコースト・シーニッククルーズ』のために 354Km

にも及ぶ。 

 

ほとんどは島の近くや島間を航行するのでそれほど揺れないが、ハワイ島からカウアイ島まで

は外海であることと距離が⾧くスピードが出ているので多少揺れる。 

しかし、東シナ海やインド洋の揺れに比べれば天国である。 

 

注意しなくてはならない点は、Pride of America のクルーズ航程は天候により変更される。 

これは周遊という形をとっているためと考えられる。 

すなわち、南の島から回るか北の島から回るかが比較的柔軟に決める事ができる。 

 

乗客としては観光場所に差異がないので問題はないが、エクスカーションを予約している場合

などには変更手続きが面倒になる。 

Pride of America が訪れる島を簡単に紹介する。 

・オアフ島ホノルル 

・マウイ島ラハイナ（今回のみ。オリジナルはマウイ島カイフル） 

・ハワイ島ヒロ 

・ハワイ島コナ 

・カウアイ島ナウィリウィリ 



オアフ島ホノルル 

ハワイ最大の都市でハワイ観光の拠点である。 

Pride of America はホノルル港（Pier2）を拠点に毎週土曜日に 1 週間のハワイ 4 島クルーズに

出発している。 

   

マウイ島ラハイナ 

ラハイナは港近くの通り沿いにお洒落なお店が並ぶ田舎の小さな港町である。 

港から直ぐの公園にある大きなバニヤンツリーはハワイ諸島随一の巨木である。 

ラハイナ沖はザトウクジラが見られる場所として世界的にも有名である。 

   

ハワイ島ヒロ 

町から車で 1 時間のハワイ火山国立公園には活火山である世界遺産キラウエア火山がある。 

中でも溶岩トンネルは人気観光スポットの一つである。 

ハレマウマウ・カルデラからは今も煙が上がっている。 



   

ハワイ島コナ 

コナはカメハメハ大王が晩年に住んでいたハワイ島で 2 番目に大きい町である。 

コナコーヒーが有名なリゾート地でもある。 

7 年前に成田～コナ線が開設した。 

   

カウアイ島ナウィリウィリ 

カウアイ島はハワイ諸島最古で最北の島で自然がいっぱいの庭園の島である。 

映画「南太平洋・ブルーハワイ・ジェラシックパーク」のロケ地としても有名である。 

ワイメア渓谷は太平洋のグランド・キャニオンとも呼ばれている。 

ナパリコーストは全⾧ 25km 標高差約 1,000m もある断崖絶壁の海岸線である。 

   


